
-1-



地方創生推進交付金の活用状況

１ 本市独自の取組み

（１）名称

   「日本一光輝くまち」のブランド化と移住・定住促進プロジェクト

（２）目的

室積・虹ケ浜海岸など、水と緑豊かな自然環境や初代内閣総理大臣伊藤博文公生誕の

地としての歴史資源など、地域資源を磨き上げるとともに、戦略的なシティプロモーシ

ョン活動を行うことで、まちの知名度向上による交流人口の増加や、若い世代を中心と

したまちへの愛着の醸成を図り、将来的な移住・定住人口の増加や地域活力の創出によ

る本市の「未来創生」につなげる。

【ＫＰＩ】

・子育て世帯の移住者数  440 人→530 人（3年間） 平成 30年度 388 人※推計 

・伊藤公資料館入館者数  6,885 人→11,385 人（3年間） 平成 30年度 8,248 人 

・光市の認知度の順位   516 位→366 位（３年間） 平成 30 年度 537 位 

（３）取組内容

３つの事業を実施

  ア 光ブランド創出事業

（ア）歴史ブランド

伊藤公を活用したシティプロモーションとして、書籍「初代内閣総理大臣伊藤博

文の生涯」の刊行や伊藤公資料館で上映する伊藤公ＰＲ映像の作成を行う。

（イ）自然ブランド

自然海岸を活用した交流イベントとして、渚のライトアップやビーチマラソン

を開催する。

イ 移住・定住促進事業

本市の魅力をＰＲするため、東京での移住相談会の開催や移住セミナーへの出展す

るほか、ＳＮＳによる魅力発信企画（光の女子旅）や企業とのコラボ（大王製紙ハグ

ーン）によるシティプロモーションを行う。

ウ 郷土愛を育む事業

学校・家庭・地域が一体となったコミュニティ・スクール活動を支援し、地域ぐる

みで子どもを育てることで、子どもたちの「生きる力」や「郷土愛」を育み、将来の

定住等につなげる。

（４）交付金額

・平成３０年度決算見込 事業費 2,574 千円  交付金額 1,287 千円（補助率 1/2）

・令和元年度予算    事業費 4,036 千円  交付金額 2,018 千円（補助率 1/2）
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２ 山口県と連携した取組み

（１）名称

   移住就業・移住創業支援補助金

   ※国の「わくわく地方生活実現政策パッケージ」メニュー

    地方創生推進交付金は国から県へ交付→県から補助金として市へ交付

（２）目的

人口の東京一極集中を是正するため、東京圏から移住し、就業又は創業した者に移住

に要する費用を助成し、光市へのスムーズな移住を支援する。

（３）事業概要

ア 助成対象者の要件（以下の①～③の全ての要件を満たす者） 

① 東京 23 区在住者又は東京圏(※1)在住者（条件不利地域を除く）で東京 23 区へ

の通勤者（ともに直近 5年以上の経過が必要） 

② 平成 31 年 4 月 1 日以降に光市内に移住した者 

③ 県のマッチング支援(※2)の対象とされた中小企業等に就業又は起業した者 

※1…東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県 

※2…マッチング支援制度は８月７日から開始された。 

イ 助成額 

１世帯あたり 100 万円 

※単身の場合 60 万円 

（４）交付金額

令和元年度予算  事業費 2,000 千円（２世帯分） 交付金額 1,500 千円（補助率 3/4）
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